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正式名称は「知的障害者（児）移動支援従業者養成研修」といいますが、はちくりうすでは簡単に「ガイヘル講習」

と呼んでいます。

いま全国的にヘルパー不足なんですね。はちくりうすでは、目黒区大田区のいくつかの事業所と連携して、「ガイ

ドヘルパーキャンペーン」というものを展開していますが、そのヘルパーへの入り口として「ガイドヘルパー」を増

やしたい、養成して行きたいという思いと、生活に必要な最低

限のヘルプだけじゃなくて、趣味や遊びにどんどん出かけて行

こうよ、という思いから、「ガイヘル講習」を行っています。

皆様のお知り合いの方に、ちょっと興味がありそうな方がい

たら、是非、声をかけてくださいね。

■日時／１０月１３日（土）・１４日（日）・２１日（日）

■会場／目黒区心身障害者センターあいアイ館（会議室）

■費用／４０００円 ■定員／１５名

■申し込み／はちくりうすのホームページからエントリーを

お願いします。 （島村）

事業所通信No.146

９月８日(土)・９日（日）に東京家政大学板橋キャンパスで行われた講演会・シンポジウムに参加してきた。

初日のみの参加になりましたが、２部構成で、前半がオーストラリアの子育て支援調査センターの主任調査専門官

として研究をされているキャサリン・ワイドさんの講演だった。オーストラリアでは国家戦略として「ヘルシース

タート」という知的障害のある親とその子供の支援を目的に、１，０００人以上の実践家に対し根拠に基づいた知

的障害のある親に対する親支援に関する専門的なトレーニングを行ってきたという。研究のために過去の調査デー

タを整理し、用語の不一致や知的障害に対する認識等を包括的にまとめプログラムを作成し、特に母親への注目を

おこなってきた。健康面では他の妊婦よりも妊娠中毒症や低体重出産、うつや不安といったストレスによるダメー

ジを受けやすく、そのためには社会的支援が精神面での健康と子育てにとって重要だと結んでいる。

後半は茅ケ崎市のＮＰＯ法人ＵＣＨＩ、徳島県の社会福祉法人愛育会地域生活総合支援センター、長崎県の社会

福祉法人南高愛隣会の結婚推進室「ぶーけ」から報告を受けた。みなさん最初は戸惑い等もある中で、人が人とし

て幸せであるという当たり前のことを大切にし、自分たちの価値観を押し付けず、目の前にある課題に向き合いな

がら実践されてきた様子がうかがえた。最初から「無理」ではなく解決に向けて何が重要かを考えさせられる、と

てもよいイベントだった。 （櫻原）

知的障害者の知的障害のある親の子育て支援
～オーストラリアと日本～ 9.8イベント 報告

今回の学習会では、なぜ自立生活なのか？、実践の状況は？を確認します。

また２部構成の後半は、実践をしていきたい人を対象としたワークショップをおこないます。

■日時 2018年10月20日（土）１３：３０～

■場所 候補 東京大学駒場キャンパスKOMCEE East K214

■定員 1部 ５０名 2部 １０名

■プログラム

第１部 ・自立生活声明文について 中村和利さん（NPO法人風雷社中）

・講演「知的障害のある人の自立生活の実際と展望」+「身体/知的の区別はもう古い!？（仮）

講師 渡辺琢さん（日本自立生活センター）

第２部 ワークショップ

申し込みは 氏名・所属・住所・１部のみ参加か１、２部参加を記入して jirituseimei@gmail.com

● 職員も募集しております ●

●詳細ははちくりうすのホームページまで。

－－－－★－－－－★－－－－

ヘルパー紹介キャンペーンも継続中！
資格が無い方でも「ガイドヘルパー養成講座」で

資格を取得し働き始めたら、キャンペーンの対象

になります。ご紹介ください。

自立生活
声明文の
イベント
第3弾
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センサリーフレンドリーって知っていますか？

「センサリーフレンドリー」とは、自閉症や注意欠陥多動性障害（ADHD）など、発達障害の

人が苦手とする大きな音や強い刺激に配慮することを指す言葉だそうです。これを映画上映

に取り入れた「センサリーフレンドリー上映」が９月２４日新宿ピカデリーで開催されまし

た。上映は「５００ページの夢の束」という映画（下段参照）でしたがセンサリーフレンドリー

上映は24日の朝の回の１回上映ということで、当日はもういっぱいでは入れませんでした。

今回、センサリーフレンドリーの試写会では、映画全編の音量を10デシベル下げ、予告編

もカット。音や光でパニックになった時のために「クールダウンスペース」を設けたり、上

映時間までの時間を目で確認できる「カウントダウンボード」も用意し、場内の照明も真っ暗でないなど、障害

の特性に配慮した上映だったようです。上映中の出入りも自由という、普通ならなんとなく静かにしなくちゃ・・・

と遠慮してしまいますが、これならばリラックスして映

画鑑賞を楽しめるのではないでしょうか。

今は「爆音上映」など、逆に大音量での上映がブーム

になったりしているのを耳にしていましたが、大音量が

苦手な人たちに対するセンサリーフレンドリーな上映を

考えてみたこともなかったなぁと思います。 大きな音

や刺激が苦手な方は、色々な事を諦めてきたのかもしれ

ないなぁと思いました。

（東京新聞９月１８日号を参照させていただきました）

わくわく
子ども祭り
ご案内

9/15 納涼会開催しました
先日、ヘルパー同士の交流もかねて自由が丘のトラットリアというお店で

納涼会を開催しました。店名から連想される通りのイタリアンのお店です。

こじんまりとしたお店で、イタリアの家庭料理といったお料理でした。飲み

放題の種類が少ない！という声もありましたが（どれだけ飲むんだ！）、み

なさん、料理とヘルパー同志の交流も楽しまれてなかなか良い納涼会になり

ました。

次回、「いい店があるよ！」という方、新年会の幹事をやってみたい方は、事務所まで！

「ガイドキャンペーン」で
「わくわく子ども祭り」に参加します

■日時：9月30日(日) 鷹番小学校体育館と校庭
■時間：10：00～14：３０

はちくりうすでは、地面においた丸い枠にお手玉を投げるお手玉ダーツでおもちゃ

をゲット！←というゲームで出店します！

他の参加団体でも、食べ物や遊び等、盛りだくさん！ 遊びに来てね。

ヘルパー
月例会

月例会も大事なお仕事のひとつです。
仲間のヘルパーさんとも話せる時間です。

１０月1８日（木）鷹番住区センター 第3会議室
10時～12時
テーマ「てんかん」

１１月1３日（火）鷹番住区センター 第3会議室 10時～12時

納涼会
やりました

５００ページの夢の束

ウェンディ（自閉症）は、自立支援施設で日課に従っ

て暮らす毎日。大ファンの「スター・

トレック」の脚本コンテストに挑戦

することになり、新たなシナリオを

書き下ろすが・・・。ハプニングを

乗り越えながら数百キロ離れたハリ

ウッドの映画会社を目指す。

新宿ピカデリーなどで上映中。


